
20

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
提
出
し
ま
し
た
！

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
条
件
付

再
認
定
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
受
け
て

い
る
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
５
月
15
日
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
改
善
す
べ
き
点
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
項
に
対
し
て
、
改

善
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
や
優
先
順
位

な
ど
を
定
め
た
「
計
画
表
」
で
す
。

　

指
摘
さ
れ
た
９
の
項
目
に
対
し
て
、

２
０
２
０
年
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
の
が
理
想
な
の
か
方
向
性
を
定
め
、

そ
の
た
め
に
行
う
べ
き
20
の
行
動
を
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
達
成
す
る
た
め

に
ま
ず
は
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
ど
ん
な
も
の

か
を
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
夏
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
親
子

体
験
」
、
秋
に
は
気
軽
に
１
日
単
位
で
ジ

オ
パ
ー
ク
の
世
界
を
の
ぞ
け
る
「
市
民
講

座
入
門
コ
ー
ス
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
達

成
す
る
た
め
の
第
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。

87

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

 

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

策定したアクションプランの一部
日本ジオパーク	
委員会からの	
指摘事項

方向性	
（2年後のあるべき姿）

指摘に対応する	
ための具体的行動

３つのプログラム
（ジオパーク、世
界文化遺産、世界
農業遺産）の類似
点と相違点の理解

３つのプログラムの目的の
位置付け、役割分担を明確
にし、それぞれが現在掲げ
ているビジョンを深化させ、
さらに活用しやすくするた
めの各プログラムの連携が
図られている

３つのプログラムの関
係者（ガイドや地域住
民）に対しても啓発を
行い、共通認識の醸成
を進める

日中韓子どもトキ絵画展

トキ野生復帰にむけて 164

中国トキ国際フォーラムに参加！
　５月22日㈫から24日㈭まで、中国洋県でトキ国
際フォーラムが開催されました。
　中国、日本、韓国、ロシアから延べ約1,500人以
上が参加し、日本からは環境省や佐渡市のほか、新
潟県、香川県などの自治体、民間団体の関係者が参
加しました。
　各地のトキ野生復帰の取り組みや地域の紹介が行
われ、トキと共生する社会作りについて取り組んで
いる佐渡の事例を三浦市長が紹介しました。

　また、友好交流を行っている洋県政府の関係者と
産業や教育に関する交流と協力について意見交換を
行ったほか、日中
韓３カ国のトキを
保護している自治
体との交流会にも
参加しました。
　このほか、展示
ブースでは３カ国
の子どもたちによ
るトキの絵の展覧
が行われ、佐渡の
小学生、保育園児
の作品も展示され
ました。

三浦市長による事例紹介

洋県・佐渡市による対話会

産業観光部農業政策課
　トキ保護係（トキ交流会館内）
　☎２４―６０４０
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